
202511版 

２０２６年度　メリー★ポピンズ 志木駅前ルーム 

事業計画書 
 

 

 

１．基本方針 
 

●​ 保育理念：「にんげん力。育てます」 

●​ 保育目標：「センス・オブ・ワンダー」「人対人コミュニケーション」 

 

法人の保育方針に基づき、保育園、地域、保護者が三位一体となって緊密に連携・協動し、子どもたち一人ひ

とりの健やかな成長を支えるとともに、地域社会に深く根差し、愛され、信頼される「選ばれる保育園」を目指し

ます。 

 

当園では、どろんこ会の定める基本保育理念を基盤としつつ、園を取り巻く自然や文化、人的環境を最大限に

活かした、多様で豊かな体験活動を展開します。 

 

子どもたちが日々の生活や遊びを営む空間としての保育園を、「大きなお家」として捉えます。この環境の中

で、子どもたちは単に保育を受けるだけでなく、家庭生活に近い温かい人間関係の中で生活し、学びます。 

子どもたちが内発的に湧き上がる好奇心や意欲を何よりも大切にし、主体的な活動を促します。 

年齢や発達に応じた、集団生活における役割や責任を体験することで、社会性や協調性を育みます。 

これらの体験を通して、遊びと生活が一体となった中で、困難に立ち向かう力や、生きていく上で不可欠な「自

立した生活力」をしっかりと身につけることを目標とします。 

 

私たちは、子どもたちが生きていく中で直面する様々な壁や困難を、単なる障害ではなく成長の機会として捉え

ます。常に子どもたちの感情や状況を受け止められる、心理的安全性の高い環境を提供します。 職員は先回

りして問題を取り除くのではなく、子どもたちが自ら考え、試行錯誤し、乗り越えていけるよう、一歩引いたところ

から温かく見守る姿勢を徹底します。 過度な手助けは子どもの主体性を奪うと考え、「やってあげる」保育を極

力控え、子ども自身が挑戦し、達成する喜びを経験できるように促します。 職員自らが規範となり、誠実に、積

極的に生活や活動に向き合う姿勢を「背中」で見せることで、子どもたちに生きる姿勢や社会との関わり方を伝

えていきます。これにより、子どもたちは職員の姿から多くのことを感じ取り、学んでいきます。 

 

【２０２６年度の施設運営方針】 

・子どもと大人が協同して［毎日の畑仕事］を行う 

・異年齢の友達と協力して［毎日の生き物の世話・堆肥作り］を行う 

・さくらさくらんぼの［リズム遊び］と［うた］を正しく理解し丁寧に教える 

・［道具の使い方］［遊び］［うた］をやってみせ、唄ってみせて教える 
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施設運営方針を踏まえ、以下のことを実践します。 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

様々な体験を通し、大人も子どももホンモノに真剣に向き合い主体性を持って自ら考え、子どもとともに生きる

力の基礎を育む学びを深めます。地域や保護者から選ばれる園となるため、保育の質の向上に努め、近隣施

設の先導役となれるような職員集団を育成します。 

多様な体験を通じて、大人も子どもも真剣に「ホンモノ」と向き合い、主体性を持って自ら考え、子どもたちが生

きる力の基礎を育む学びを深めます。​

 

1 

計画・ねらい 日課の深い理解 

実践予定内容 
基本活動の意味を理解し日課を丁寧に行い、どろんこ会が提唱する6つの力を

育んでいく。 

2 

計画・ねらい 子どもにとって必要な体験として立案した行事計画を確実に実践する。 

実践予定内容 
活動のねらいを再確認し子どもの成長、発達を見ながら計画的に行う。遊びや生

活の中で、様々な体験を通しホンモノと関わり生活力を育んでいく。 

3 

計画・ねらい 
大人は見守りの姿勢、やって見せる、子どもの「やってみたい」と思う主体性を育

む人的環境となる。 

実践予定内容 

日々のエピソードを持ち寄り、一人ひとりの子どもを理解し合うチーム保育の実

践。大人はやってあげるのではなく、子どもが主体的に考え行動しようとする仕

組み、環境を用意する。 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい 
全職員が保護者の気持ちに寄り添い誠実さ、謙虚さを忘れずに、保育園の役割

を果たす。 

実践予定内容 

保護者の皆様が知りたい情報を丁寧に伝え、日中の様子や成長を共有します。 

お子様を安心して預けていただけるよう、危機管理体制を徹底します。お子様の

成長を職員一同喜び、子育てを一緒にさせていただいているという感謝の気持

ちを、様々な機会を通じて保護者の皆様にお伝えしていきます。 

2 

計画・ねらい 専門性を活かした子育て支援・保育参加による共育ての確認と子育て相談 

実践予定内容 
悩みなど不安や気軽に相談できるよう、保護者との信頼関係を深める。保育参

加、ちきんえっぐ、個人面談など気軽に参加できる機会を伝えていく。 

3 

 

計画・ねらい 保護者の子育て支援 

実践予定内容 
子どもの育ちを共有し保護者や家庭の背景に寄り添い、必要な保護者支援、個

別支援を行う。 

4 

計画・ねらい 誰がいつ見ても気持ちがよい施設を目指す 

実践予定内容 

保護者や来訪者がいつ、どこを見ても気持ちよく利用できるよう、施設全体を整

理整頓し、日々の保育室の掃除を徹底する。また、保育で使用した物は、使用後

すぐに元の場所へ片づけるよう、職員間で常に意識づけを行う。 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい 青空保育 （月1回、 紙芝居・絵本読み聞かせ等）の充実 

実践予定内容 
直路交通公園にて地域を巻き込んで出前保育の実践。保育のアイデアを伝え、

子育てのヒントを得る場とする。 



202511版 

2 

計画・ねらい 
「ちきんえっぐ」寺親屋（年4回）、自然食堂（月2回）、自然学校もしくは芸術学校

（月1回）を開催する。園開放による地域子育て家庭の居場所作り。 

実践予定内容 

地域の方も保育園を利用しやすい環境を作り、保育園生活を知ることで子どもの

育ちを共有する。ちきんえっぐの取り組み（簡単クッキングや伝承遊び）を通し共

育てを実践する。 

子育て相談・離乳食相談実施。 

3 

計画・ねらい 保育園が地域の資源として最大限のサービスを提供する。 

実践予定内容 
園開放による保育園と地域の共育て。園だより、ちきんえっぐだより、食育、保健

だより、献立表などによる子育て情報の提供。子育て相談随時。 

 

 

（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい チーム力の強化 

実践予定内容 

混じり合う保育の中で、一人ひとりの発達、思いに寄り添い職員が誰でも誰のこ

とでも同じ方向性のもと、子どもと関わっていくチーム保育を強化していく。風通し

の良い環境を作り疑問や提案を言い合える職員集団となり、心遣いと気遣いを

大切にする。 

2 

計画・ねらい 業務の効率化・仕事期日厳守 

実践予定内容 

・行事計画に基づき、業務を前倒しで進める。 

・期日管理を徹底し、「仕事を追う」形を定着させる。 

・仕事に追われる状況を解消し、余裕を持つことで、残業時間の削減を目指す。 

3 

計画・ねらい 
どろんこ会が提唱する「6つの力」を理解し、基本活動との関わりを再確認し、日

課の理解を深める。 

実践予定内容 
どろんこ会の基本活動が子どもの成長、発達、学びにどの様な影響を学びあい、

定期的な振り返り、実践記録などを公開していく。 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい 食材の残りを活用した堆肥づくり 

実践予定内容 

畑仕事を丁寧に行い、コンポストの堆肥を利用した野菜作り。大人も子どもも一

緒に畑仕事の役割を知り、農業計画に沿った野菜作りと収穫、土作り、収穫物の

販売による労働とお金の流れを知る。 

2 

計画・ねらい リサイクル活動 

実践予定内容 

園内で子どもたちと一緒にゴミの分別に取り組みます。ペットボトルキャップ収集

を通じてワクチン提供に協力します。「落ち葉銀行」への参加により、枯れ葉を堆

肥として利用し、木から紙ができるまでの過程を学ぶことで自然の大切さを理解

します。 

また、廃棄食材を利用したコンポストや、ヤギの糞・藁を使った堆肥づくりを実践

し食の循環について学びます。 

3 

計画・ねらい 給食残渣の削減 

実践予定内容 
「好きなところで、好きな人と、好きなものを食べる」を合言葉に大人も一緒に給

食を食べ、楽しく、美味しく、たくさん食べる給食時間を作ります。 
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（６）１日１日の積み重ねを大切にし、「生活が学び、遊びが学び」の経験を重ねる 

1 

計画・ねらい 異年齢交流による社会性の発達と生命尊重の態度を育む 

 

実践予定内容 

年長者は年少者を思いやり、教える喜びやリーダーシップを学び、年少者は年長

者の模倣を通じて生活技術や社会性を自然に身につける人的、物的環境を用意

する。子ども自らがいつでも経験を選択でき、子ども自ら感じ取った気づきや思

いを大人が受け止め自己肯定感を育む。大人は様々な生活体験や遊びが経験

できる環境を用意する。 

2 

計画・ねらい 
生活をともにする大人が背中を見せ、毎日の生活や遊びが経験として積み重

ね、興味関心が広がる中で主体性が育まれる。 

実践予定内容 

子どもと大人が協力し合い、年間を通じて畑仕事に積極的に取り組みます。これ

は単なる作業ではなく、種まきから収穫、そして調理に至るまでの過程すべて

を、生活の一部として捉える。土を耕し、作物を育て、食卓に並ぶまでの「命の循

環」を五感で体験することで、食の大切さ、自然の恵みへの感謝の心を育みま

す。協働作業を通じて、自分の役割を果たす責任感と、共に困難を乗り越え目標

を達成する喜びを分かち合います。 

 

 

（７）丁寧で質の高い保育 

1 

計画・ねらい 模倣をされる大人は自ら学び、資質を高め、ホンモノを伝えていく 

実践予定内容 

大人は自己研鑽に努め、真に伝えたいねらいを明確にし伝えていく。道具の使い

方、歌、さくらさくらんぼリズム、日課が確実に実施され子どもが五感を働かし豊

かな心や知恵を育んでいく関わりを大切にする。 

2 

計画・ねらい 戸外活動・自然体験の重視 

実践予定内容 

一人ひとりの得意なこと、好きなことを伸ばし、苦手なことは諦めず最後までやり

抜く気持ち、助け合う気持ちを育んでいく。障害のある子もない子も混じり合いな

がら互いを認め合い、学び合う生活を実践する。充実した戸外活動を実践し小さ

な気づきを大人が拾い、より深い学びにつなげる。子どもの声、姿を捉え10の姿

を育んでいく。 

3 

計画・ねらい チームで支える選ばれる園作り 

実践予定内容 
安全、安心、清潔で信頼される園を目指し、チーム一人ひとりの行動が選ばれる

園になる。それぞれの役割を責任を持って果たしていく。 

 

 

 

２．施設運営 
 

（１）施設情報 

児童定員 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

3名 6名 6名 6名 6名 6名 33名 
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（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　 

 

 

（３）スタッフ構成　(３月１日時点) 

常勤  保育士 7名  看護師 1名  調理 1名 

パート 

 保育士 2名  事務 1名  保育補助 1名 

 嘱託職員 2名     

 

 

 

３．運営方針 
 

（１）施設内会議の開催(勤務時間内) 

施設内会議名 頻度 会議内容 

園会議 月1回120分 保育運営について・園内研修 

給食運営会議 月1回 喫食状況・食育活動・個別対応について 

事故防止委員会 月1回 ヒヤリハット・インシデント・他園の事故記録の検討 

ケース会議 月1回 要支援児についての共有・検討 

行事会議 適宜 ねらいと内容の確認 

担任会議 適宜 保育内容の確認・保育運営に関する確認・検討 

 

 

（２）法人指定施設外会議への参加(勤務時間内) 

施設外会議名 頻度 会議内容 

施設長会議 月1回 法人内の運営方針共有 

施設長勉強会 月1回 施設長研修 

食育会議 年4回 施設長、調理員が参加し食育方針の共有と検討 

保健会議 年4回 保健活動の取り組み・感染症対策等の共有 

主任会議 月1回 園運営に伴うリーダー育成 

子育ての質を上げる会議 月1回 業務改善勉強会 
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（３）各種係の設置 

係名 職務内容・役割 

衛生管理係 園内の衛生管理や備品の管理・清掃確認・感染症発生時の対応・検便 

安全対策係 
安全な環境整備・事故防止点検・設備点検・事故防止委員会の開催 

避難訓練計画作成 

防火管理者 消防計画の作成・避難訓練計画の立案・設備の防火管理 

食品衛生責任者 食品の衛生管理・調理室の衛生管理・給食会議の開催・衛生点検 

畑係・生き物係 畑の管理・作物の植え付け、収穫の確認・飼育全般の管理 

写真係 個人情報の確認・写真販売・卒園アルバム写真整理 

 

 

（４）行事別係の設置 

係名 職務内容・役割 

どろんこ祭り係 地域、保護者との連携と計画、実行 

地域担当 地域との連絡係（小学校・商店街ツアー・老人施設など） 

 

 

 

４．保育方針 
 

（１）基本方針 

乳児保育 

上半期 

0～2歳児 

・情緒が安定し、好きな遊びが十分にできるよう環境を整える。 

・遊ぶ、食べる、寝る、の基本的生活習慣を身につけ、遊びや生活を通し

て、けがをしない体の基礎を養う。 

・歩行や言葉の獲得が得られ、遊びや生活の中で育まれる環境を作る。 

・保育者との信頼関係の中で、安心して過ごす。 

下半期 

0～1歳児 

・遊びを通じて心身ともに意欲と満足感が持てる環境を保障する。 

・周囲への興味関心を受け止め、体を十分に動かしながら丁寧に関わる。     

・戸外活動　が更に発展し、五感で感じる遊びを十分楽しむことが出 来 る。 

幼児保育 

上半期 

3～5歳児 

・異年齢保育の中で自分の好きなこと、好きな場所で遊び込める環境を整え

る。 

・基本的生活習慣の確立に向け、個々の発達状況に応じて丁寧に関わる。 

・興味関心をもったことを探求し、主体的になって発見や気づきを楽しむ。 

・生活の中で出来ることは自分でする。 

下半期 ・自分の言葉で自分の気持ちを表現できる。 
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2～5歳児 ・習熟度や発達に応じたグループ活動や、異年齢での活動を多く取り入れ、

課題解決を通して、他者への理解を深めながら多様な友だちと積極的に関

わっていく。 

・異年齢交流を通じて自身の成長を実感し、進級への期待や喜びを感じら

れるような働きかけを行う。 

・様々な体験や経験を重ねる中で、リズム体操、音楽、身体表現、絵画、製

作、言葉など、多角的な表現活動を通して心と体の豊かな発達を促す。 

・自分の気持ちや考えを、自分の言葉で明確に表現できる力を育む。 

保育参加 4～3月 希望保護者による保育参加/参加後アンケート記入依頼 

保護者面談 

発達相談 
随時 

・ 随時、希望する保護者に対し実施 

・「保護者面談記録」「子育て相談記録」を活用 

意見・要望へ

の対応 
随時 

・連絡帳、口頭でのご意見についても苦情対応マニュアルに従い「ご意見ご

提案シート」を活用 

運営委員会 年2回 6月と11月に実施予定　 

 

 

（２）年間行事計画 

・２０２６年２月及び３月に開催の「年間計画策定会議第１回・第２回」にて決定し、「２０２６年度年間スケジュー

ル」をHPにて公開 

・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育運営方針 

【食育の指針】 

・「食を営む力」の育成に向け、その基礎を養う。 

 

【 食育の目標】 

・たくさん遊び、たくさん食べることで、食欲と意欲を育む。 

・自分から食べることを楽しみ、食を通して自らの健康を守ることの大切さを知る。 

・乳児期から、自ら食べる意欲を高め、職員と一緒に食事を楽しむ中で、何でも食べる喜びを感じる。 

 

 

1 

計画・ねらい 
たくさん遊んで、お腹がすくリズムを持ち、一緒に食べたい人と楽しく食べる子ど

も。 

実践予定内容 
戸外遊びを保障し、お腹をすかし、自ら選び、好きな場所、好きな人と食べたいと

思える環境を用意します。バイキング給食。 

2 

計画・ねらい 食事作り、準備に関わる子ども 

実践予定内容 

自分でできることは自分で行い、できないことは手伝うなど、大きな「お家」という

環境を活かします。乳児にも自分で選ぶ環境を提供します。また、畑仕事、毎日

の米研ぎ、野菜の皮むきなどを日々の「労働」として取り入れ、食に関わる全て

のものや人に感謝の気持ちを育みます。 
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3 

計画・ねらい 
命をいただく体験や畑仕事を日課とし労働の大切さを感じる。食べ物を無駄にせ

ず、すべての人への感謝の気持を持つ。 

実践予定内容 

年間を通して、ヤギ、鶏の世話や魚を捌くといった体験を通して命の恵みをいた

だき、食育（栄養や体の仕組み）への理解を深めます。また、「労働」の意識を持

ち、自ら育てた食材や給食の食材を無駄なく使い切ることを徹底します。使い切

れない食材は、保存食への加工や調理の工夫により活用します。さらに、コンポ

スト作りや移動保育での堆肥作りを通して、食の循環を学びます。 

 

 

（４）保健計画 

園児健康診断 年2回（6月・11月） 

歯科検診 年1回（6月） 

保健だより 月1回（25日）発行 

スタッフ健康診断 年1回 

スタッフ検便 全スタッフ月1回（5日） 

園児への保健指導・取組等 
歯磨き指導・早寝早起き朝ごはんなど生活の中で身につけていきたい保

健指導（年間保健計画参照）・5才児性教育 

流行が予測される感染症 

通年･･･新型コロナウイルス 

感染症予防のためのうがい･手洗い指導、定期的な換気と消毒の実施 

7月頃･･･手足口病・アデノウイルス 

11月頃･･･感染性胃腸炎、インフルエンザ 

発作・痙攣等の対応のための

薬の預かり 

ダイアップ････保護者依頼があれば随時受け入れ／事務所にて保管 

アレジオン･･･2名より預かり済み／事務所にて保管 

エピペン使用できるスタッフ 本日現在10名が、研修受講し、修得済み 

AED使用できるスタッフ 

（AED設置施設のみ） 
AED未設置のため該当なし 

その他保健に関する取組 

市内合同研修・救急救命講習受講による心肺蘇生研修 

感染予防に関する研修（嘔吐処理、おむつ交換手順、感染症を知る） 

新型コロナウイルスおよび他ウイルス感染予防のため、うがい指導・手洗

い指導を行う。また消毒・換気を徹底する。 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日  

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
年2回／6･12月の25日 
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避難消火訓練 毎月1回／15日 

不審者侵入訓練 年2回／6･12月の25日 

情報セキュリティチェック 年2回／5･11月 

誤飲・誤嚥防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日 

フロン点検（簡易） 年4回／4･7･10･1月の25日 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日 

個人衛生点検簿／毎日 毎日業務開始前 

検便・細菌検査 毎月1回／5日／全スタッフ 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認／

保険証期限確認 
年2回／4･10月 

身長体重測定 毎月1回／20日 

児童健康診断 

 

内科健診　年2回／6･11月 

歯科健診　年1回／6月 

運営管理 

 

児童・保護者の人権に関する

チェック 
年2回／4･10月の園会議時 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間 

利用者アンケート調査 年1回 

 

 

（６）環境整備 

〇環境にかかわりながら自分で考え、主体的に活動できる環境を作る。 

〇幼児も乳児も戸外活動を十分に行う。 

〇衛生的な生活環境を作る。 

1 

計画・ねらい 年齢にあった室内環境が用意される 

実践予定内容 

目的にあったコーナが用意され、異年齢で好きな場所で遊び込める環境が用

意されている。子どもが片付け易い仕組みが整えられている。子どもが自由に

選択できる環境を用意する。 

2 

計画・ねらい 人的環境に留意する 

実践予定内容 

子どもの心情や態度を見守り、子どもがやりたい事、伝えたいことが出せる環

境を用意する。 

保育者の声の大きさ、言葉がけに十分配慮し、主体的に行動し、自ら聴く、話

す力が育まれる 
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3 

計画・ねらい 移動保育や戸外活動を活かした保育。 

実践予定内容 

火、水、土に触れる機会を日常的に用意する。畑仕事、生き物世話などを通

し、自分の役割を自覚し、責任を持つ。様々な道具に触れ自ら危険に配慮でき

る力を養う。 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検計画 

手作り遊具・家具一覧 

No 遊具・家具名 設置場所 点検予定時期 

1 手作り玩具なし   

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 

1 実践予定内容 

防災： 

避難消火訓練（火災・地震・水害・通報等、毎月） 

広域避難訓練参加 

防災用品の定期点検 

2 実践予定内容 

不審者対策： 

不審者侵入訓練（年2回） 

施錠の確認と徹底 

不審者情報の収集と周知、笛の携帯 

送迎者登録（代理送迎者）の確認 

3 実践予定内容 

怪我、事故防止： 

環境整備、ハザードマップの作成、見直し。 

事故防止委員会 

（ヒヤリハット、インシデント、事故報告書による検討会議） 

プール事故防止訓練（6月） 

設備点検、事故防止点検、 

5分毎の生存確認 

園外活動中の人数確認と職員の配置確認 

4 実践予定内容 

 光化学スモッグ： 

自治体からの光化学スモッグ発生の情報共有 

光化学スモッグの知識を身につけ、警報、注意報発令による対応を行う。 

5 実践予定内容 

自然災害： 

災害発生時の避難訓練 

広域災害時避難場所の確認 

河川の状況収集に努める 

 

 

６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度方針・テーマ 

保育の実習生、中高生の体験学習、ボランティアや職場体験の方を積極的に受け入れ保育業界への興味を

持つ人材を増やしていく。実習生の受け入れにより職員の人材育成の意識を高め保育の質の向上に努めま
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す。 

1 実践予定内容 養成校の実習生受け入れ 

2 実践予定内容 福祉学園ボランティア受け入れ 

3 実践予定内容 中学校職業体験受け入れ 

 

 

 

７．スタッフ育成と研修計画 
 

全職員が「２０２６年度施設運営方針」について深く考え、日々の生活や遊びの中での学びを深める視点を共

有します。 

園内研修として、園長大学®保育士大学講座を活用し、学びを実践に活かすための検討を行います。 

コンピテンシーの自己評価に基づき、毎月、課題の改善策を検討します。 

保育の振り返りを全職員で共有し、子どもの発達に合わせた適切な保育計画を立案します。 

 

（１）園内研修計画 

（毎月開催の園会議の時間内を使用して自園にて実施） 

 

開催日 開催時刻 名称・テーマ ねらい・共通理解する保育課題 

4月24日 18:00～20:00 

①  コンピテンシー自己採点 

②保育運営マニュアル確認 

③人権チェック・虐待防止　研

修 

④怪我ケーススタディ 

コンピテンシーの理解 

虐待について再確認 

人権チェック 

保育運営マニュアルの確認 

怪我の事例から防止策を考える 

5月22日 18:00～20:00 

①  コンピテンシー自己採点 

②さくらさくらんぼリズム　 の

理解を深める 

コンピテンシーの理解を深める 

園長大学®保育士大学「さくらさくらんぼ

リズム」 

 

6月26日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  プール事故防止研修 

コンピテンシーの理解を深める 

園長大学®保育士大学「水辺のリスク管

理」 

7月24日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  室内環境の設定 

 コンピテンシーの理解を深める 

遊び込める環境の見直し 

8月28日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  畑仕事・生き物の世話① 

 コンピテンシーの理解を深める 

労働について考える 

9月25日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  畑仕事・生き物の世話② 

 コンピテンシーの理解を深める 

労働について考える 

10月23日 18:00～20:00 ①  コンピテンシー自己採点  コンピテンシーの理解を深める 
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②  「10の姿」 エピソード記録から10の姿を読む 

11月27日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

② 「 10の姿」 

コンピテンシーの理解を深める 

エピソード記録から10の姿を読む 

12月25日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  「コミュニケーション」 

コンピテンシーの理解を深める 

子どもと大人のコミュニケーションを考え

る。 

1月22日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  1年の振り返り 

1年の振り返りと次年度に向けた課題に

ついて 

2月 18:00～21:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  策定会議① 
 年間行事計画作成 

3月 9:00～18:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  策定会議② 
 年間行事計画作成・畝作り研修 

 

 

（２）外部研修への出席 

事業継続に必要な外部研修については、承認を得たうえで出席する。 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修（子

育ての質を上げる

会議） 

1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

施設長勉強会 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

園長大学®保育士

大学講座および社

内限定公開講座 

園長大学®保育士大学講座および社内限定公開講座を活用 

全社員研修 11～12月までの間に動画視聴（全スタッフ対象） 

リーダー養成研修 選ばれたスタッフが参加予定 

ﾃﾞﾝﾏｰｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 希望するスタッフが応募 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を施

設長が所定様式を使用して個々に伝える。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をする。 
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８．地域交流計画 
 

（１）今年度方針・テーマ 

地域に開かれた保育園を目指し、高齢者、小学校、近隣の保育園との交流を積極的に行います。 

地域に愛され、地域の資源として活用していただけるような環境整備と仕組みづくりを進め、在宅子育て家庭

への支援を充実させます。 

保護者が子育てに喜びを感じられるよう、子育て相談の充実を含めた支援を行います。 

商店街ツアーなどを通じて、地域とのつながりを一層深めていきます。 

 

 

（２）具体的な地域交流計画 

活動行事 詳細 

どろんこ祭り 年1回　　　集客目標：150名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：直路交通公園にて　　集客目標：10名 

商店街ツアー 週1回 

世代間交流 
近隣老人施設訪問、敬老会、小学生との交流、ボランティアや職業体験の

受け入れなど。中学、高校訪問。 

異年齢交流 移動保育、他園交流、合同運動会 

地域拠点活動 ちきんえっぐ、芸術学校、自然学校、寺親屋、どろんこ祭り 

銭湯でお風呂の日 月1回　〈3～5歳児〉 

 

 

 

９．小学校との連携の計画 
 

（１）今年度方針・テーマ 

小学校との連携については、４月末頃から協議を開始します。昨年度と同様に畑をお借りしている志木小学校

を中心に連携を深めますが、他校とも交渉し連携可能な小学校を増やしていく予定です。 

小学校へのスムーズな接続を目指し、アプローチプログラムの作成とスタートカリキュラムの理解を深めます。 

また、「５歳児と小学校１年生との年間連携計画および報告書」を作成し、幼保小連携協議会（県・市）研修に

参加することで、保育園と小学校が子どもの育ちを共有できるように努めます。 

 

 

（２）具体的な連携計画 

以下計画について、小学校と相談・協議を３月２日（火）より開始する。 

日程 学校名・クラス名 参加人数 活動計画(会場) 目的 

5月頃 
市内小学校　 

1年生 
2名予定 授業見学・交流 

幼保小連絡会による 

職員間交流 
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6月頃 
市内小学校　 

 
6名予定 授業参観 子ども間交流 

9月頃 
志木小学校　 

 
6名予定 運動会練習見学 学校見学 

11月頃 市内小学校 2名予定 授業見学・交流 
幼保小連絡会による 

職員間交流 

11月頃 市内小学校 6名予定 1年生との交流 子ども間交流 

2月頃 市内小学校 1名予定 就学児の引き継ぎ 職員間交流 

 

 

 

１０．要支援児計画 
 

（１）個別支援計画の作成・見直し 

該当者があれば以下の対応を実施する。 

個別支援計画を作成し、具体的な支援内容を職員間で共有する。また、保護者との面談を重視し、子どもの成

長・発達について保護者と同じ視点を持てるように努めていく。 

すべての子どもと丁寧に関わり、園生活を安心して送ることができるよう支援していく。 

 

（２）毎月のケース会議開催 

（４～３月に計１２回開催予定　参加者：６名予定） 

配慮が必要な児についての共有や関わりについて職員間で話し合いを行う。 

職員間での共有をしっかりと行っていくことで、職員全員が同じ視点で保育が行えるようにしてい 

く。 

 

（３）進級引継、および、小学校への引継 

・進級への引き継ぎは、児童の個別記録を見ながら現在の子どもの様子を共有する。 

・小学校への引き継ぎは、各進学予定小学校と連絡を取り合い、日程を決め、必要事項をまとめて 

直接面談して伝える。 

 

 

 

１１．子育て支援事業 
 

（１）子育て支援実施項目 

園に来訪した親子に都度署名をもらい、月間延べ来場者数を自治体に報告する。 

実施項目 詳細 

園開放 （月）～（土）9:30～11:30　　　 
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子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　 

自然食堂…親子ランチ交流 毎月2回　10:00～11:30　　　　　 

どろんこ芸術学校 

どろんこ自然学校 
隔月1回　10:00～11:30　　　　 

勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00 

ちきんえっぐだより 毎月1日発行 

青空保育（支援センター主催） 月1回　公園名：直路交通公園にて開催　　 

 

 

（２）子育て支援集客計画 

形態／項目 年間集客目標数 SNS登録者目標数 SNS配信数 

 認可（園庭なし） 200 運用なし 運用なし 

 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者目標数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

目標数 10 　15 15 60 10 10 10 10 20 20 10 10 200 

 

 

 

１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

受審予定なし 

 

 

（２）園による自己評価の実施 

２０２６年９月１日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施予定である。 

自己評価開始予定時刻：９時００分 

自己評価終了予定時刻：１２時００分 

自己評価実施予定者：全スタッフ 

 

 

（３）利用者アンケートの実施 

施設利用保護者に対してアンケートを実施し、評価結果を開示する。 

アンケート配布予定日：８月２５日 
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１３．３カ年計画の具体化 
 

（１）昨年度の振り返り 

3月末までに

目指した姿 

重点施策 

（家族の一人として生活力を高めていく）異年齢で生活する大きな家で互いが

育ち合う人的、物的環境を用意する。毎日の日課、基本活動、生活を通して、

試行錯誤しながら学び、一人ひとりの生活力が向上する。家族の一人として

自分のすべき役割を知り役に立つ自分に自信を持って生活する。主体的に

なって行動し、人との関わりで学び、考える力のある子ども、大人の集団とな

る。 

振り返り 

生活の中で必要な労働（生き物の世話、畑仕事、雑巾がけ、食材の下処理な

ど）を家族の一員としての役割として実践した。役割としての責任を果たすこと

で担当以外の役割にも気づく姿が見られるようになった。収穫した野菜を販売

し利益を得たお金で買い物をする流れを経験した。労働とお金の流れについ

て今後も深めて行きたい。 

 

 

（２）当年度以降の３カ年計画 

2026年度 

目指す姿 

保育園生活の中での育ちが保障され、幼児期の終わりまでに育ってほしい「

10の姿」が育まれ「生きる力」を試行錯誤できる生活力を身につける。職員は

チーム保育を継続するコミュニケーション力、大人も主体性を持ち子どもととも

に試行錯誤を実践できる職員集団である。異年齢で生活する大きなお家で互

いが育ち合う人的、物的環境を用意し、毎日の日課、基本活動、生活を通し

て、試行錯誤しながら学び、一人ひとりの生活力が向上する。 

重点施策 

見通しを持った保育計画の立案。日々の振り返り、子どもの姿の共有等、

様々な変化、課題の変化の気付きを大切にしたコミュニケーションを絶やさな

い職場環境を作る。エピソード記録を持ち寄り、子どもの姿の共有を行う。 

2027年度 

目指す姿 

子育て支援の拠点として、地域にとって重要な資源となる保育園を目指しま

す。園を通じて、大人も子どもも地域の中で役割を持ち、互いに役に立つ存在

となることで、人間関係が深まり、心豊かな愛される存在となっていきます。 

重点施策 

子育て支援を全職員が実践し、地域からも信頼される。地域の「困った」「助

かる」の声を拾い自分たちに出来る事を実践していく。地域交流、商店街ツ

アー、高齢者施設とのつながりをより深めていく。 

2028年度 

目指す姿 
遊びと生活の中で、豊かな学びと育ちを育む施設となり、地域からどろんこ会

の保育方針を認められる施設となる。。 

重点施策 

異年齢の園児同士が生活、労働、遊びを教え合い生活の中で大人がやって

見せる、教えるを繰り返し、子どもの育ち合う環境を用意する。どろんこ会が

提唱する「6つの力」が毎日の日課の中で確実に育まれる。地域の園同士が

繋がり、大人も子どもも地域で育ち合っていく。 

 

 

以上 
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